鎌倉市自治基本条例策定市民会議第５６回策定委員会会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２１年３月３日（火）午後６時　～　８時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２０１会議室

	出席者：郡司、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、宅見、
（推進委員会：幸道、山村、）

事務局：征矢、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

１　前回全体会の結論について確認
　・採決の時、総数４６名に対して賛成２３名は過半数になるのか？
　⇒　総数４６名、４５名は、当日の出席者の総数であるため議長も含まれている。途中で１名減ったのは、二つ目の動議の採決の前に退席者がいたためである。そのことから、前回全体会の採決は、議長を抜いた４５名中２３名の賛成で過半数に達している。
【前回決まったこと】
①提案１の通り、条例素案大綱は了承された。

②対案は、条例素案大綱と対等平等ではなくなった。
２　２つの対案をどうするか
　・前回全体会の結論について確認をしないといけない。

・意見書（異議申し立て）が出ているが、最初の会則は生きている。手続き的に問題はなかった。

・動議の出し合いになる可能性があるが、その時は一事不再理の原則が働く。

・対案は、対等平等にならなかったが、参考意見として並べるのか決めないといけない。
　・２つの説明を受けてから、扱いを決めればよい。
・並列ならばよいが、参考ならば出さないほうがよいのでは。

・対等平等にならない案を説明してもしょうがないとの声も聞く。
　・前回否決されたのに内容説明を受けるのはどうかとの声もある。
　・説明をしないのであれば次回の全体会は必要ないのでは。
　・条例素案大綱が市民会議の成果となり、他は参考となった。正式に決まったことをぶらせてはいけない。これ以上の意見の一致はない。

・全体会で、条例素案大綱だけ行政に出すことが確認されたということか。

【委員会の意見】

　　　前回、条例素案大綱が了承され、対案は対等平等ではなくなったのであれば、対案を全体会で説明する必要はない。説明を行う理由がたたない。後は、条例素案大綱を行政に渡すだけになる。
　　　対案の説明が不要となれば全体会は必要ないが、開催するかしないかは幹事会に任せる。後は、行政に渡す準備が必要である。
３　その他

　・前回全体会への提案を策定推進合同委員会に図らなかったことへの質問があったが、幹事会だけで決めるべきではなかったのではないか。

　・会則では素案をつくることになっていたが、大綱でよいのか。
　・素案を市民会議でつくるのは無理だと思う。
　・スケジュールについても何も決まっていない。今後のスケジュールはどうするか。
　・素案は、専門家、市民、行政の協働でつくるのがベストだが。

　・専門家を入れて素案をつくりたかったができなかった。素案までつくるには皆の意見が一本にならなかったということ。

　・行政に任せて、後はお休みということか。

　・休止ということで解散ではない。

・ＰＩ活動はどうするのか。

・パブリックコメントを市民会議が行う必要はないと思う。

	特 記 事 項

○　次回の策定推進合同委員会は、未定。
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